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応用撮影 

フラッシュ撮影ち法が選べます . 

フラッシュ撮影のとをの力兴ラの構え方. 

フラッシュ光の届く範囲 . 

つ ラッシュで 目が赤く写るのを节ねらげるには 

暗いときに自動的に発光させる值動発が） 

必ず発光させる（強制発光) . 

発光させない(発光禁止) . 

夜景を背景に人顿撮影（夜景ポートレート). 

遠景-夜景トド . 

セルフタイマー撮影がでさます . 

U モコン撮影がでさます . 

U モコン用電池の交換 . 

日付*時刻のイ ® 正ち法 . 

日付の年月日の並べ変え . 

資料 

取り扱し、上の注意 . 

このよラなとをは？ . 

±な性能 . 
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正しくまをにお使いいただくた剧こ 


ここに示した注意 事鳳 ま、正しく安全に製品をお使い 
いただくために、またあなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するためのものでず。よく理 
解して正しく安全にお使いください。 


A 警告 


この表示を Si した取0扱いをすると 、 W 
死こしたり、重傷を負う可能性が1定される 
内客を示していまず。 


Aim 


この表ちを無視した取り扱いをずると、人が 
傷害を負う可能性が觸定される内客および 
物妳 i 喜の発生が弔思される内客を示して 
います。 


棚 

A Af 己司ホ、注意を促ず内客があることを告げるもの 

星です(左図の場合は発熱を意)。 
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♦指定された電池！ツ外は使ねないでください。 

♦電池の極性什/-)を逆 I こけ I なし、でください。 

♦表面の被膜が破れたり、はがれたりした電池 
を使用しないで < ださい。 

♦電池の充電、ショート、分解、カロ熱、および 
乂中.水中への投入は避けてください。また 
金属類と一緒に保管しないでください。 

♦万一電池が液漏れし、液が目に入った場合は、 
こす5ずにきれいな水で洗った慾直ちに医師 
にご相談くださし、。液が手や湖固こ付着した場 
合肤水でよく洗し締してくださし、。また、液 
漏れの起こった製品の使用は中止してくださ八 


た使用に際して I 

/|\フラッシュを人の目の近くで発光さはないでく 
たさい。 

目の近くでフラッシュを発光をせると視力障害を起こ 
す原因となります。 

A 車などの運転者に向けてフラッシュを発光しな 
^いで < ださい。 

交通事故の原因とな0まず。 

A ファインダーを通して太陽や強い光を見ないで 
^ ください。 

視力障害带失日月の原因となります。 


A 警告 

電池について I 


電池の取り扱いを誤ると、游扁れによる周囲の巧損や、発熱 
や破裂による乂災やケガの原因になりますので、次のことは 
必ずお守りください。 


A A A- A 


曰 



正しく安をにお胁ル、ただくためにりづき) 


— A 警告ロゴき） — 

A カメラを濡らしたり、濡れた手で操作したりしな 
いでくださし、巧部に K が入った場合(なみやか 
A に電池をおき取り、使用を中止してくださ八 

使用を続けると、火災节感電の原因となりまず。裏表 
紙記載の弊社フォトサポートセンターにご相談くださ 
い。 

A 引乂性の高いガスの充満している中や、ガソリ 
^ン、ベンジン、シンナーの近くで本製品を使用 
A しないでください。また、お手入れの際にアル 
コール、ベンジン、シンナー等の引乂性溶剤は 
使用しないで < ださい。 

爆発节火災の原因とな0まず。 


I その他 I 

A 電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を 
^絶縁してください。 

他の金属と接觸ずると発熱、破裂、発火の原因となり 
まず。お住まいの自治体の規則に従って正しく廃棄ず 
るか、 U サイクルしてください。 

A ご自分で分解、修理、改造をしないでください。 

^内挪こは高圧部分があり、觸れると感電の原因となり 
まず。修理节分おが必要な場合は、弊社ア7夕ーサー 
ビス窓 □ またはお買い巧がの販売店にご巧頼くださ 
い。 

A 落下や損傷によりの部、特にフラッシュ部が露 
^出した場合は、巧部に触れなしけうに電池をお 
A き、使用を中止して<ださい。 

7ラッシュ部には高電圧び加わっていますので、感電 
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の原因となります。またその他の部分ち)使用を続ける 
と、感電、火傷、ケガの原因となります。弊社アフタ 
-ヴービス窓□またはお買いホめの販売店に修理をご 
依頼ください。 

A 幼!/号の□に入るような電池やルさい付属品は、 
^幼巧の手の届かなし化ころに保管してくださし、。 

幼児が飲み込む原因となりまず。万一飲み込んだ場合 
は、直ちに医師にご相談ください。 

A 製品および付属品を、幼巧•子が、の手の届く範 
^囲に放置しないで<ださい。 

幼児-子供の近くでご使用になる場合は、細むのを意 
をはらってください。ケガ吊事故の原因となります。 

A 万一使用中に高熱、焦げ臭い、煙りが出るなど 
の異甫を感じた5、すみやかに電池をおき、使 
A 用を中止して<ださい。電池ち高温になってい 
^ることがありますので、乂傷には十分注意して 
<ださい。 

使用を続けると感電、火災、ケガの原因となります。 
弊社アフターヴービス窓 □ またはお買し硬だ)の販売店 
に修理をご化頼ください。 
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正しく安をにお胁ル、ただくためにりづき) 


A 車のトランクやダッシュボードなど、高温やを 
. 湿になるところでの使用や保管を避けてくださ 

ぃ。 

外装が変形したり、電池の液漏れ、発熱、破裂による 
火災、火傷、ケガの原因となりまず。 

A レンズが前方に伸びた状態で、レンズ部分を持 
^たないでください。 

しばらく操作をしないでいると、自動的にレンズび収 
納されます。手を軸れていると、手をはさむ原因とな 
0ます。 

A 発光部に皮膚や物を密着さはた状態で、フラッ 
^シュを発光さはないでください。 

発光時に発光部び熱くなり、火傷の原因となります。 
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はじめ I 


このたびは、お買い上げありびとうござしなす。 

「ZOOM ] 3日 C 」 は、約辽4倍のズームレンズを搭載しなびら 
も、軽量-ル型ボディを実現した簡単操作のコンパクトカ;)< 
ラです。さまざまな機能を搭載し、幅広い撮影シーンで気軽 
にお使いいただけます。 


本文中のマークについて 



撮影に不都台が生じる恐れのある事項など、特にま意いた 
だをたい内容が記されています。 

力 X ラ魄本操作に力日え、知っておいていただきたい事項 
び記されています。 


ご使用前に、この使用説日月書をよくお読みいただを、末赤:く 
この製品をご費用ください。またお読みになったあとは、保 
証書、アフターサービスのご案内とともに大切に保管してく 
ださい。 
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辅檐茄 


r カメラボデイ1 

* マークで記されている部分は触5ないでくださし、。 


ファインダー巧物窓、* 
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フラッシュモード/セレクト(修正位置違お)ボタン 
\ 卜 P. 32〜38、44… 47) 


セルフタイマー /U モコン/アジャスト(数値 
設定:)ボタン 〔^P.39、 41、45、 47) 



7アインダー接眼/普* 

い P.13) 









ミ夜晶表示部 I 説日月のためすベての表示を点好をせて 
-います。 


日付‘時刻表示 

卜 P .20) 


7イルムカウンタ- 

卜 P . 22、 3曰） 

電池容量表示 

卜 P .18)、 


、^广.こ、 I . I U ノ％ 

\ リモコン表示 、\ 

. ………………. ご ;:! ........U— 

雜羅辨請 

\UTO 囚 ii\CD る t を！ 

こ ’ I - り- 

セルつタイマー表お / / 

(~*" P .39) /つィルム送り表3 


フラッシュモード表示 

AU ち T 。 自動発光卜 P .34) 

ち強制発光卜 P . 3 巨） 

® 発光禁止い P .36) 

ち巧极号ポートレートト P .37) 
@ 患号-扳号モードト P .38) 


7イルム表术 

卜 P .22、30) 
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レグィゾッー 


7オーカスフレーム 



撮影 0 K ランプ 

点 好^撮影でさます。 

消 灯^つラッシュが充電中でず。 

シャッターは切れません。 

ゆっく0点威-^シャッター速度び遅くなってい 
まず(王脚などで力;>< ラを固定 
してください）。 

すばや<,な威^被写体び近すぎます。 

シャッターは切れません。 






說撮該早ねかり 


全自動による基本撮影の早わかりをおしています。詳しくは 
参照ページをご覧ください。 

1 メインスイッチを押して、電源を入れます 
(一 P .18) 



2 電池容量を確認します（一 P .18) 

^ 03 8 

AUTO 

3 フイルムを入れます（一 P .21) 



4 フイルム先端を「1卜円 LMTIP 」 に合わは、裏 
ぶたを閉じます (- P .22) 
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ズームレバ'—を押して、撮りたいものの大きさを 
決めます （^ P .24) 



フォーカスフレームの中に撮りたいちのがあるこ 
とを確認して、シャツターボタンを押します 



撮影が終わればフイルムが自動的に巻き戻ります 
ので、フイルムを取り出しますい P .30) 



フイルムを途中で巻き戻す場合卜 P .31) 
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ストラップの取り付け方 


図のよラにして、ストラップを取り付けます。 



〔ストラツ プの突起部分の使いち 


ストラップ突起部分でカメ 
ラ上面の途中巻き戻しボタ 
ンを押して、フイルムの途 
中巻き戻しができます 
P .31)。 
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ケースの使い方 


カメラケースの巧測には 
リモコン用の収納ポケッ 
卜がついています。 

•リモコン収納時は、リモコン収 
納ポケットのふたを開ゆて< だ 
さい。 




カメラをフラッシュ測か 
らケースに入れます。 



ケースはべルトに通して 
使うこともできます。 
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電池容量を確認しまず 


お買い上げの際には、電池はすでに入つていまず。 


1メインスイッチを押して電源を入れます。 

♦電源が入ると、レンズバリアが開き、ズームレンズが前方に 



2液晶表示部内の電池容量表示を確認します。 


^ 03 8 巧 Cs) 

AUTO Lf 


が約吕秒間点な 

(約2秒後に消灯しまず) 

^電池容量は十分です。 


パ 5' 

AUTO 


が撮影途中で点麻 

U U / ^新しい電池をご用意くださ 


Q. 


い。 この状態でちしばらく 
は撮影でをまず。 


含三こじ—が縣途中で赢1し、 
X >その他の表示が消な 

^新しい電池と交換してくだ 
- ' さい（一 1 日ぺー ジ)。シャ 

ッターは切れず撮影でさま 

せん。 


•撮影の前には、おず電池容量をご確認ください。 
♦お買い上げのとをに入っている電細ま、出荷時に入れられ 
たものですので、新品電池に比べてミ肖耗び早くなることび 
あります。 
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電池を交換しまず 


電池は、 3 VU チウム電池 CR123A または DL1 吕 3A を1個 
使用します。 m 

1 メインスイッチを押して電源を切った後、コイン 管 
などを使って電池室のふたを開けます。 ま 

♦電源び切れると、ズームレンズび収納され、レンズカバーび 
閱じまず。 > 



3 電池室のふたを確 

実に閉じます。 




♦電池を交換した後や入れ直した後は、曰付-時刻表示部 

に-び点滅します。このままの状態では曰 

付-時刻は写し込まれません。正しい曰付-時刻に設定し 
てください （^ P .44)。 


♦_>< インスイッチを押して何も表示されない場■合は、まず電 
池の向をが正しいかどラかを確認して<ださい。それでを 
何を表示されないとさは、電池を交顧して<ださい。 
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曰付- B き刻を写し込みまず 


日付带時家临写真に写し込むことびできます。 

1電源を入れたのち、日付•時刻写し込みボタンを 
押して、写し込み内容を選びます。 



•日付-時刻写し込みボタンを押すごとに、液晶表示部の曰 
付-時刻表おがなのよラに切り替わります。 

年月日 曰時分写し込みなし^モード 

r- 33 S ；3 13 I t ： 3D -- ぉ 5E t -i 

•日付の年月日の並べ誓えは、4 がー ジを参照くださし、 
♦日付-時刻は下國の^■の位置に写し込まれまず。 



〇 •曰付を設定していない場合は、 5ぶとと -が 

交互に表示されます。 

* -が点滅してし巧ときは、写し込まれまはん。 

日付と時刻を設定してください卜 P .44)。 

♦写し込み位圍こ、白色、黄色、オレンジ色などの明るい色 
のものがあると、写し込んだ文字が読みに<<なりまず。 
•写し込别まなのコマに巻を上げるとをに行われるので、最 
後のコマでは正しく写し込まれない場をびあります。 
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• フイルムを入れまず 


7イルムを入れて、基本撮影を行いましよう。 

フイルム確認窓でフイルムが入つていないことを確認してか 
5裏ぶ'たを開けて < ださい。 

1裏ぶた開放レバーをカチッと音がするまで押し下 
げて、裏ぶたを開けます。 




この力;><ラはフイルムを入れると、不用意に裏ぶたが開か 
ないよラに裏ぶた開放レノ（一び□ックされます（セーフテイ 
□ック機構)。 


♦手ぶれびしにく くつラッシュ光もより遠くに届<1 SO 
400が上の高感度つイルムの使用をおすすゆします。 


H * ポラ□イドインスタントリバー切レつィルムは、巻き上 
げびラまくでさないことびありますので使用しないでくだ 
さい。 

*7 ィルムの出し入れは直射日光を週すて行ってください。 


基本撮影 


















. フイルムを入れます（ごヴま) 


3 フイルムの先端を r I 卜 FILM TIP 」 の位置に合わ 
はます。 



♦フイルムが浮を上がらな 
いよラにセットして<だ 
さい。 


♦フイルムの先端をカゾラに入れ過ぎないよラにしてくださし、 
先端が出週ぎたとをは、出た部分をゆっくり押し戻してくだ 
さい。 



4 裏ぶたをきっちり締めます。 

•フイ j レムび自動的に巻き上げ日れ、液晶表示部に Q -- i び出ま 
ず。 

♦ --4 が点滅してし巧ときは、：7イルムが正しく巻き上げられ 
ていません。裏ぶたを開けてつイルムを入れ直してください。 
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カメラを插えまず 


メインスイツチを押して電源を入れます。 

♦約跑\が上何も操作しないときは、レンズび本体内に収納さ 
れ、節電のたゆ自動的に電源び切れます。 



2 


カメラをしっかり構えます。 


レンズやフラッシュ、測距窓など、カメラの前面に 
指や髪、ストラップがかからないよラに。 



両手でしっかりと構える。 


H * ズームレンズの伸びた部分を持たないでください。ピント 
びずれることがあ0ます。 

♦ズームレンズの動ををさまたげ'ないで < ださい。 


基本撮影 
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• 撮りたいをのの大をををミ夫めます 


1ファインダーをのぞきなが5、ズームレバーを操 
作して、撮りたいものの大きさを決めます。 



どに便利です。（:二望遠撮影) 





(w 

T ^ 


t 




w 側を巧すと、 

より広い範囲び写りますので、集合撮影 


などに便利です。 （二 広角撮影) 
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最初に電源を入れると、全自動で撮影できるように設定:をれ 
ています。シャッターボタンの半押しで7ォーカス7レーム 
の中のわのに自動的にピントを合わせます。必要時にはつラ 
ッシュび自動的に発光します。 

1 ファインダーをのぞいて、フオーカスフレームを 
撮りたいちのに合ねはます。 

フ オーカ スフ レーム 

撮影 0 K ランプ 


2 シャツターボタンを半押しして、ファインダー横 
の撮影 0 K ランプが点：打した5、そのままシャツ 
ターボタンを静かに押し込み撮影します。 

♦シャツターボタンを半押しして、撮影日 K ランプび点灯してい 
る間は、ピントと露出び一時的に固定されてしなす。 


ランプについて _ 

点 好^撮影でさます。 

消 好^ 7ラッシュび充電中です。 

シャッターは切れません。 

ゅっく 〇点威^シャッター速度び遅くなっています(王脚 
などで力;ラを固定:してください）。 
すばゃく点威^被写体び近すぎます。シャツターは切れま 

せん。 


♦シャツターボタンを軽く押すと、 
途中でかし止まるところびありま 
す。ここまで押すことを「半押し」 
といいます。 



シャツターボタン 
の r 半巧し」 


香 



基本撮影 
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4 •を自動で撮影します（つヴま) 


〔撮りたし、ものが麵峽になし、ときは（フオーカス□ック撮獻 I 

撮りたいものび画面中央にないとき带オートフオーカスの苦 
手な被写体卜 P .27) を撮影す る 場合、フオーカス □ ック撮影 
(ピントを一時的に固定:して撮影す る) び便利です。 

1ピントを合ねはたいちのにフ オーカ スフレームを 
合わは、シャッターボタンを半押しします。 

♦才ートフオーカスの苦手な被写体の場合は、ピントを合わせた 
いをのと同じ明るさで同じ距離にある別の被写体につ才ーカス 
フレームを台わせ、シャッターボタンを半押しします。 

•フ7^インダー横の撮影日 K ランプが点灯すると、ピントと露出 
が一時的に固定されます。 

♦フォーカス□ックは何度でをやり直しでをます。 



2構図を決めて、そのままシャッターボタンを静か 
に押し込んで撮影します。 






才ートフオーカスのち手な被写付； 

この力;><ラでは、私下のよラな撮影条件ではピントび合わな 
いことがありまず。このような場合は、撮りたいものと同じ 
距離と日月るさの別のちのにピントを一時的に固定してくださ 
い卜 P .26 フオーカス□ック撮影）。 

♦[] の 7 オー カス 7 レームの周 
辺に、非南に日月るい光带強い 
反射びあるとき。 

♦自動車のボディ带水面など光 
を反射し吊すいちのを写すと 
さ。 

♦震の毛など光を反射しにくい 
わのを写すとき。 

♦ガラス越しに写すとき。 

♦花火吊炎など、実体のないち 
のを写すとき。 

♦[] の7オーカス7レームよ0 
ルさいものを写すとき。 

1 撮りたいちのとほぼ同じ距離と同じ明るさの別の 
ちのに、フ オーカ スフ レームを 合ねはます。 

2 シャッターボタンを半押しします。 

♦ピントと露出び一時的に固定されます。 

3 半押ししたまま撮りたし順図に変えて 
撮影します。 




良〇 , 

心今 

今 ^ 

ぶ^ 今 

冷 



基本撮影 
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4. を自動で撮影します（つヴま) 


近<のちのを撮るとまは 

この力兴ラでは、 

焦な距離 SSmrn ( W 側=広ち）では 70 cm 
それ m では80 cm 

まで近づいて撮影でさます。 

0 * この距離より撮りたいをのにおづをすざると、ピントは台 
わず、撮影 OK ランプびすばやく点滅してお知らせします。 
シャッターは切れません。 

♦撮りたいをのが極端に力ラにおい場合、撮影 0 K ランプ 
び点阿またはゆつくり点滅して、シャッターび切れること 
びありますび、ピントは•合いません。 
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瓶追離補正マークの使い方 

1.己 m 未満にあるちのを撮るときは、ファインダーで見える 
範囲と実戲こ撮影される範囲との間にずれび生じます。テの 
ような場合は近距離補正マークを使って、私下の要領で撮影 
してください。 

細離補正マーク 


1 ピントを合ねはたい 
ちのをフ オーカ スフ 
レームの 中に合わは、 
シャツターボタンを 
半押しします。 

2 シャツ ターボタンを 
半押ししたまま、写 
したい範囲が近距離 
補正マークよりち下 
に<るよラに、カメ 
ラをかしち上に向け 
て撮影します。 

•フィルムにはお距離補正マ 
-クのち下側の範囲） 
にあるものが写0ます。 

♦撮影距離び短いほど、また 
望遠側で撮影するほど、 
ずれの量は多<な0ます。 
最大にずれた場■合、お距 
離補正7—クの位置び写 
真の上端と左端にな0ま 
す。 



実際に撮影される範囲 


基本撮影 
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己-フイルムを取り出しまず 


最後のコマまで撮り終えると、ズームレンズび収納され、7 
ィルムは自動的に巻き戻されます。巻き戻し中は、フィルム 
カゥンターの数字び36^3己^34^……と減っていさます。 


I 液晶表示部のフイルムカウン 
ターが S になり Q が 点滅し 
たら、 巻き戻しは終了です。 


おを 


2裏ぶた開放レバーを押し下げ、 
イルムを取り出します。 


裏ぶたを開けてフ 



〇 ♦巻を戻し中は セーフティ□ックが輔徐されまず ので、裏ぶ 

たを開けないよラご注意 < ださい。 

♦ずべての表示び点滅して、巻を戻しび途中で止まったとき 
は、一度電池をおいて入れ直し、電源を入れてください。 
♦フィルムを無理に引っ張り出さなし巧ください。 

•フィルムの規定あ敷が上撮影した場合卿えば、24ホ女撮り 
フィルムを使用しているとをに已ネ女上撮亭さすること）、 
最後の〕マは現像処理でカットされたり、日付-時刻び正 
しく写し込まれない場■合びあります。確実に撮影するには、 
規定枚数を撮影された後、つイルムを途中巻を戻しするこ 
とをおすすめします。 
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フイルムを透中で巻を戻すには 


ストラップの突起部分で、ボディ上面の途中巻き戻し 
ボタンを陸く押します。 



基本撮影 
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フラッシュ撮該方法が選べまず 


フラッシュ撮影方法（ニフラッシュモード）には下記のような 
種類びあり、7ラッシュモード/セレクト(修正位置選択)ボタ 
ンを巧すたび 1こ下記の順番で切り替わります。 



4 自動発光 （34 ページ） 

暗いときに自動的に発光します。 

♦ 

； 強制発光 (3 已ぺージ） 

4 フラッシュ I ホぶ、ず哥犹しまず。綱;:^顯真をか仁ら 

： げ赴化き、お光0下で巧最訝寺航 f に便ホでず。 

♦ 

発 ^^ Ih (36 ページ） 

( フラッシュは発光しません。7ラッシュ撮影び 
y 禁止されている場合などに便利でず。 

^ 夜景ポートレート （37 ぺージ） 

VS 夜景を背景に人物撮影するときなどにおすすめ 
, です。 

♦ 

^ 遠景 • 夜景モード （38 ぺージ） 

が^遠くのもの吊、夕景带夜景のみを撮影するとき 
に使います。 



、水 インスイッテをいつたん日 FF にして再度日 N にすると、 
フラッシュは自動発光 Au \。 に戻ります。 
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りラッシュ撮影のとをのカメラの植えち 



□□ 

謂 


1 

龜 


* 力ラを構えるとさは、つラッシュに 
指 がかから ないよラにしてください。 


* 縦位置で撮影するとをは、つラッシュ 
び上になるよラに力 X ラを構元てくだ 
さい。フラッシュを下にして撮影する 
と、影の見苦しい写真になりまず。 


フラッシュ光の届く範囲 


7ラッシュ光の届く範囲はレンズの焦点距離と7イルムの感 
度によって変わります。下の範囲内で撮影してくだをい。 


库点距離 

7 ィルム感度、、、 

381111 n ( WfilJ ) 

1 30 mm(T 側） 

に0100 

0.7〜 5.3 m 

0.8—1.6 m 

に0400 

0.7〜1 0.6 m 

0.8〜 3.2 m 


「ネガカラーフイルム f 蛹樹 


りラッシュで目が赤< 写るのをやね5ばる口ま 


シャッターボタンを半押しずると、力 
;><ラ前面のセルつタイマー作動表示/ 
赤目軽減ランプが点灯して、人物撮影 
の際に目が赤く写るのを目立たなくし 
まず。 

シャッターボタンを半巧ししてセルフ 
タイマー作動表示/ホ目超減ランプを 
光5せ、1砂 1 U 上な;打させてか5、そ 
の後ボタンを巧し込んで撮影します。 
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応用撮影 




























フラッシュ撮影方法が選べます（つヴを) 


ち 暗いとまに自動的に発光をせる（自動発が) 

暗いときに、フラッシュび自動的に発光します。 

1フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを押して A え。を表示さはます。 



2シャッターボタンを静かに押し込んで撮影します。 

•シャッターボタンを半押ししたとさに撮影日 K ランプび点灯す 
れば、必要な場台にはつラッシュが自動的に発光します。 

•撮影日 K ランプびミ肖灯してしなときは、フラッシュ巧兜電中で 
す。シャッターボタンから指を離してしばらくお待ちくださし、 
充電時間は約8砂です（新品霞也使用時)。 
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必ず巧光をせる（強制巧が) 


逆光のとさ带、日月るい屋 
外で人物の韻に帽子の影 
びできているとき、また 
堂光灯のついた日月るし售 
内で撮影するときなどに、 
7ラッシュを必ず発光さ 
せることで、より美 LU 
写真び撮れます。 



フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを押してちを表示さはます。 



2 


シャッターボタン補かに押し込んで撮影します。 


応用撮影 
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フラッシュ撮影方法が選べます（つヴを) 


@巧光をせない（発が禁止) 

暗くてち7ラッシュは発 
光しません。美術館など 
フラッシュ撮影び禁止さ 
れている場所などでの撮 
影に便利です。 


1フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを押して®を表示さはます。 


ADJ 

000 

ち公ィ / DATE 


减8巧心 為 


2シャッターボタンを静かに押し込んで撮影します。 

•暗いところではシャッター速度び遅くなり（最長約4砂)、写賣 
びブレやすくなります。撮 f ミ曰 K ランプびゆっくり点滅してお 
知らせしますので、3却などで力 X ラをしつかり固定して<だ 
さい。 
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ち巧夜景を背景に人物臟饭景ポ-トレ■卜) 

背景の鶴ち人物も贿 
きれいに写せます。シヤ 
ッター速度も遅くなり、 

7ラッシュち)発光します。 


I フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを押してを4囚表示さはます。 


ADJ 

〇 〇 

ち 0^^ DATE 


'lil 


2 シャッターボタン補かに押し込んで撮影します。 

♦シャッター速度び遅くなりますので(最長]柳、 HiP などで力 
X ラをしっかり固定してください。写される人にを声をかけて、 
動かなしはうに気を付けてもらうことをおすすめします。 

♦人物の背景に明るい光（源）（ネオンなど）びあるとをは、つォー 
カス□ックで人物にピントを固定してから (^ P .26) 撮影して 
<ださい。 




応用撮影 
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フラッシュ撮影方法が選べます（つヴを) 


を^ 遠景 • 夜景モード 

ピントを遠くに合わせ、 

フラッシュは発光しませ 
ん。願お夜景を撮影す 
るとさなどにお使いくだ 
をい。また、ガラス越し 
の風景でち)ピントびされ 
いにあった写真び撮れま 
す。 

1フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを押して@ A を表示さはます。 




2シャッターボタンを静かに押し込んで撮影します。 

•撮影日 K ランプびゆっくり点滅したときには、シャッター速度 
び遅<なります（最長約4砂)。写真びブレやす<なりますの 
で、3却などで力 X ラをしっかり固定してください。 
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のセルフタイ7—握鼠がでをまず 


撮影者ち)写真に入ることびできますので、全員での記/勃最影 
などに便利です。シャッターボタンを巧してから約1曰秒後に 
撮影されます。 

1カメラを兰脚などに固定してか5、セルフタイマ 
—/リモコン/アジャスト（数値設定)ボタンを押し 
て、公を表示さはます。 



2 フォー カ スフレー ムを撮りたいちのに合わは、シ 
ャッ ターボタンを半押しします。 

♦ピントび台うと撮影 OK ランプび点灯します。 



応用撮影 


(次ページに続く） 
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セルフタイマー撮影がでまます（つヴま) 


3 シャツターボタンを静かに押し込んで撮影します。 

•力 X ラ前面のセルフタイマー作動表示/ホ目軽減ランプと液晶 
表示部ののび点滅し始め、約]日秒■後にシャツターび切れま 
す。シャツターが切れる麵口ま、ランプはすばやし\点滅、 
その後点なに変わって撮影のタイ S ングをお知らせします。 
•撮影後は、セルフタイマー撮影は解除され、通常撮影に戻りま 
す。 



•セル7?タイマー撮亭ミを中止したいときは、シャッターが切 
れる前にセル:7タイマー/ IJ モコン/アジャスト觸値設茵 
ボタンを押すか、インスイッチを押して電源を切つてく 
ださい。 

〇 ♦力 X ラの正面に立つてシャツターボタンを押さないでく 
ださい。 
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y モコン撮該がでをまず 


付属の U モコン （旧 リモコン RC -3) を使うと、力;ラから離 
れたところからシャッターを切ることびできます。撮影者ち) 
一緒に写りたいとき吊、力;ラブレを防ぐときにちお使いく 
ださい。 



MINOLTA 




信号进請 B 

-2 枝倦撮影ボタン： 約2砂後にシャッターび 

切れます。撮影者はその間にリモコンを隠し 
て写賣に写ることができます。 

’撮影ボタン： すぐにシャッターび切れます。 
シャッターを押すタイミングが重要なシーン 
や、シャッターボタンを押す振動によって力 
乂ラ びブレることを防ぐ福台などにお使いく 
ださい。 

載也室 


カメラを兰脚などに固定してか5、セルフタイマ 
—/リモコン/アジャスト（数値設定)ボタンを押し 
て、ク"を表ちさはます。 



応用撮影 


(次ページに続く) 
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リモコン撮影がでをます _ (ごヴを) 


H •逆光時や堂光好の五く、極端に明るい場所では、リモコン 
撮影が可能な距離が短くなったり、 IJ モコ M 最影がでをな 
いことびあります。 

♦約故"■じ止力;ラ、リモコンを操作しないと、節電のため 
に電源が自動的に切れます。 

ム 図の範囲巧で、 IJ モコンの信号送信部をカメラに 
向け、2秒後撮影ボタンに S ) か撮影ボタン (♦) を 
押します。 

•2 砂後撮影ボタン (2 苗を 
押した場合、力;ラ前面 
のセ ■ J レフタイ マー 作動表 
示/赤目軽減ランプび点滅 
し始め、約2砂後にシャ 
ッターび切れます。 

•撮影ボタン (♦) を押した 
とさは、ランプび]回点 
灯してすぐにシヤッター 
び切れます。 



♦撮影農も力 X ラはリモコン撮影の設定のままです。解除す 
^ るには、セルフタイマー/リモコン/アジャスト（数値設思 
ボタンを押して、ク7を消巧させます。 

H ♦この力 X ラでは、 IJ モコン撮影時のフオーカス□ック撮影 
はでをません。 
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じ!モコン用電池の交換 


U モコン用電池は、 U チウム電池 CR 2 日32を1個使用しま 
す。 U モコンのボタンを巧してもシャッターび切れなくなつ 
たら、電池を交換してください。電池の寿帯は約1日年です 
胀買い上げのときの電池はテれより消耗び早くなることがあ 
0まず）。 


①のち向に押しながら、電池室を②の方向に引き 
出します。 




2古い電池を取り出 
し、+測を上にして新 
しい電池を入れます。 


3 電池室を元どおり確実 

にはめ込みます。 



y 


»リモコン用リチウム電池は幼児の手の届かないところへ置 
いてください。万一散み込んだ場-合はただちに医師にご相 
認<ださい。 


応用撮影 
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日付-時刻の修正方法 


電池を交換したり、入れ直した後卜 P .19) など、日付•時刻 
の修正び必要な場合は、私下の手順で行ってください。 

♦電池を交顧した後や入れ直した後は、電源を入れると日付•時刻 

表示部に-が点滅します。このままの状態では曰 

付•時刻は写し込まれません。 

♦この力ラには2日目日年までの日付が記憶されています。 


I メインスイッチを押して電 
源を入れます。 


2日付•時刻写し込みボタン 
を押して、液晶表示部に 
5 むを表示さはます。 


( 5Et ) 



3 フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを押します。 

* 「年」の数字が点滅して、修正可能であることを示します。 
•フラッシュモード/セレクト（修正位置選扔ボタンを押すごと 
に、年^月一日ィ寺^分の幅序で、点滅箇所び変わります。 


SEL 

を 


ADJ 


〇 〇 

0^^ DATE 


13 
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4 セルフタイマー/リモコン/アジャスト（数 f 直設定） 
ボタン、または、ズームレバ'—を押して、，点滅し 
ている数値を修正します。 

♦押し続けると、数値び早送りされます。 

♦ズームレノて 一 T 側を押すと数値び大をくなり、 W 側を押すと数 
値びルさ < なります。 



5他にも修正箇所があるときはゴ、4の操作を繰り 
返します。 


6 修正が終わった5、点滅している数字がなくなる 
までフラッシュモード/セレクト（修正位置選択) 
ボタンを押します。 




応用撮影 
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曰付の年月曰の並べ変え 


「年月团の並びの順序を変えることびできます。 


1メインスイッチを押して電 
源を入れます。 


2日付•時刻写し込みボタン 
を押して、液日 B 志示卽こ 
5ぶとを^さはます。 


(SEt ) 



3 フラッシュモード/セレクト（修正位置選択)ボタ 
ンを約2秒間押します。 

• 「年月日」びすベて点滅し、並べ誓えび巧能であることをおし 
ます。 


P P 〇 

&店ィ DATE 


今 [13 8 巧 '^ 
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4 セルフタイマー/リモコン/アジャスト（数 f 直設定） 
ボタン、または、ズームレ八'—を押して、年月日 
の並び方を変えます。 

♦ボタン(または、レバー)を押すごとに、年月日一月日年一 
日月年の順で並び順を変えられます。 



年月日 

03 8 13- 


月曰年 

8 IS S3- 


曰月年 

13 8 S3- 


5 希望の並び順を選んだ5、フラッシュモード/セ 
レクト（修正位置選択)ボタンを押します。 

♦しばら<すると液晶表示 
部は通常の表示にもどり、 

修正は完了です。 

♦日付‘時刻写し込みボタ 
ンを押すか、シャッター 
ボタン半押しでも、修正 
を完了することがでをま 
す（シャッターボタンを 
半押ししたとさは、液晶 
表示部はすぐに通南の表 
示にちどります）。 



応用撮影 
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使おしっし、て _ 

♦ この力;ラの使用温^囲 
は一1日〜4日でです。 

♦直射日光 RD 車内など、極度 
の高温下!こ力;>< ラを皮置しな 
いでください。 

•液晶表示!ま、低温下で因あが 
吊带遅くなったり、高温下で 
表示び黒くなったりすることびありますび、萬温 ( こ戻せば正 
南に作動します。 

♦ 湿度の高^化ころに力;><ラを放置しないでくだな A 

♦ 力;>< ラに急激な温度変 f ヒを与えると内部に水滴&じる危険 
性がありまず。スキー場のような毒し售外から暖かい室内に 
持ち込む揚合は、寒い屋外で力;><ラをビニール袋に入れ、袋 
の中の^を絞り出して密閉します。テの後皇巧に持ち込お 
周囲の温度になじませてから力;ラを取り出してください。 

♦電池の'幽目は、低温下で 1 ま低下します。寒いところでご使用 
になるとさは、力;><ラ对呆温しなが巧最影してください。海 
外旅行节奪いところで!ま、予備の霞を用意されることをお 
すすめします。なお、低温の/■ぶ)に性能びイがした電池でも、 
南温に戻せば性能は酸します。 



働憤ザ縮婚がょど大跡ときは 

♦ 前ち)って作動の確認、またはテスト撮影をしてからご使用 
くだをい。 

♦ 飛行機をご利用の際は、未現像フィルム带7ィルムの入っ 
た力;ラは、機内持ち込みされることをおすすめします。 
预ブ入れ荷物に入れると、場合によっては XI 泉検査でつィ 
J レムび感光する恐れびあ0ます。 

♦万一、この力;ラを使用中に、撮影できなかったり、不具 
合び生じた場合の補償についてはご容赦ください。 
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♦ 力; >< ラに強い衝撃を与えないでください。 

♦ この力;><ラは防水設計にはなっていません。海辺等で使用 
されるときは、水が砂びかからないよう特にを意してくだ 
さい。水、が、、ホコリ、塩分等び力;ラに残っていると、 
故障の原因になります。 

♦ 電池の容量び十分あるのに力;ラび動かなくなったとき、 
または7ィ j レムび入ったままシャツターび切れず、巻き戻 
しち)できない場合、7ィ J レムび取り出せないことびありま 
す。無理に取り出そうとせずに、7イルムを入れたまま、 
力;><ラをお買い上げのお店または弊社サービス窓□にお持 
ちください。 


しかた _ 

保管ずるときは、涼しく、乾燥していて、風通しのよい、ホ 
コ U 軒化学薬品のないところ ( こ保管してください。長期間の 
保をには、密閉した容器に乾燥剤と一織こ入れるとより安全 
でず。 

♦ 防虫剤の入ったタンスなどに入れないでください。 

♦保管中ち時々電源を入れて、空シャッターを切る（フィル 
ムを入れないでシャッターを切る）よ5にしてください。 
また、使用前には整イ鹿点検されることをおずずめしまず。 


資 

料 


49 



♦ 力; >< ラボデイを清掃ずるときは、柔らかいきれいな布で軽 
くふいてください。砂がついたと却ま、こずると力;><ラに 
傷をつけまずので、ブ□アブラシで軽く吹を飛ばしてくだ 


♦ 測距‘測光窓、が巧れているとオートつォーカスが正しく動 
作しないことがありまず。このときは、乾いた柔らかい布 
で測距窓ぶ)汚れをふを取つてください。 

♦ レンズ面を清掃ずるときは、ブ□アブラシでホコ U 等を取 
り除いてください。頑れがひどい場合は、柔らかし佈督レ 
ンズテイツシユにレンズク U —ナーをしみ込ませ、軽くふ 
いてください。 

♦ 力;>< ラ内部(フィルム室节裏ぶた内側）にホ] U があると7 
ィルムを傷つけることがあり 
まず。ブ□アブラシで軽く吹 
を飛ばしてください。 

♦ シンナー节ベンジンなどの有 
機溶剤を含むク1」ーナーは絶 
巧に使わないでください。 

• レンズ面に直接指で觸れない 
でください。 



♦本製品の修理の窠には、再生部品を使巧したり、再生 
部品を含むユニットと交換させていただく場合びあり 
ます。交換した部品およびユニットは回収し、たします。 
また、本製品の捕修用を能部品は、達'!^識 I 了穫已 
年を目安に保有していまずび、同等の製品と巧契させ 
ていただく場合ちありまず。 

♦ 本製品の修理に関しては r ア7夕ーサービスのご案畑 
に言薦脚社アつ夕ーサービス富口またはお買しがゆ 
の販売店にご依頼ください。 
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このよラなとをは…？ _(つヴを) 


症が：明るし側こフラッシュた幾光する。 


原因 

対策 

ぺージ 

•手ぶれ防止のためフラッシュ 

♦ ISO 400などの高感度フ 

21 

び発光ずることびある。 

イルムを使用ずる。 


症が：フラッシュが^しない。 


原因 

対策 

ぺージ 

♦自量猪光で(ま S 十お明るし嗎戸斤 

♦必要時、強制発光 E — ド 

3巳 

で(まフラッシュは光らない。 

を選おする。 


症が：フラッシュを使巧したのこ写真げ暗し、。 


原因 

対策 

ぺージ 

♦フラッシュ光の届かない距離 

♦フラッシュ光の届く距離 

33 

で撮影した。 

内で撮影する(フラッシュ 
光の届く範囲は、使用ず 
るフイルムの感度、およ 
び焦点距離によって変わ 
りまず)。 



♦1 SO 400などの高感度フ 
イルムを使用する。 

21 

♦フラッシュの前に指をかけて 

♦撮影時はフラッシュの前 

23 

いた。 

に指などをかけなし\ 

33 

症が：リモコンによ习 i 作がでさない。 


原因 

対策 

ぺージ 

♦逆光時など、極端に明るい場 

♦カゾラの向きを蜜える 

3白 

巧で撮影しよ5としている。 

か、セルフタイマーで撮 
影する。 

42 

症が：日付贏^が赢 1 している旧做)'唱っ TU ない] 


原因 

対策 

ぺージ 

♦電池交換酱、曰巧を設定して 
いなかった。 

♦曰が-時刻を設定する。 

44 

症伏：日付論を修正できない。 


原因 

対策 

ぺージ 

♦力 ラの電源び入つていない 

♦力ラの電源を入れて、 

44 

状態で修正の操作をしよ5と 

曰巧.時刻写し込み 


している。 

(DATE) ボタンを押し、 
SEt 状態で修正ずる。 
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が：フイルムが入つていなしのに裏ぶたが開かない。 

原因 対策 

ーフテイ□ックびかかった參^^:インスイッチで電源を 
ちになっている。 一度切り、ち5—度入れ 

直ず。 

インスイッチで電源を 
一度切り、電池をち5— 
度入れ直ず。 I 

が：裏ぶたげ開かず、フ イ ルムが取り出せない。 

原因 \~ 対策 

イルムが巻き戻されていな♦途中巻き戻しボタンを押 
，ず。 

イルムの卷さ戻しに失敗し♦電池を入れ直す。 

が：ピン M な置がおかしい。 _ 

原因 対策 

お•測光窓び指紋でよごれ♦測距•測光窓のちれを面 
/、る。 き取る。 

お•測光窓に指や震、スト♦測距•測光窓に指传髮、 
ジプびかかっていた。 ストラップびかからない 

よラにずる。 

の苦手な被写体を撮った。♦同じ距離にある別の被写 
体にフオーカス□ックを 


が：載也の客■が十けあるのこ動かなくなった。 
液戸忘示部示がすべて点滅 r る0 
液嚴示が消えてしまった 






力: > (ラタイプ 3 己 mm レンズシャッターカ;>< ラ 

レンズ ミノルタレンズ 38- 13 日 mm 

/ F 己.斗に.己 

オートフォーカス 赤外線アクティブ方式 

撮影距離 38mrT 時：日. 7m …〇〇 
38mmL ぶ 4 : 0 . 8 m 〜… 

露出制御 プ□グラム AE 

制话駒囲 (IS01 日 0) 

SSmrre き： EV 目 …1 目 
13 日 mm 時： EVS … 1S 

シャッタっ逆貴 4 …] /50CB> 

フィルム感度 DXZI- ドにより自動設定 

CI SO 2 己〜 3 如日） 

ファインタ'叫ち率 0.4-1 ぶ 4 倍 

電源 力;>(ラ本体： 3VU チウム雷也 

CR に 3AXH 固または 
DU23AXH 固 

U モコン用：リチウム蕾也 
CRaD 32 x 1個 

フィ J レム撮 f 河旨妹 15 約 13 本〔新品電池で軍也ミ觸まで 

口麗含でをる本数。を诚?^最りフィ 
J レム、 フラッシュ己0%使巧） 
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大きさ 力;>(ラ本体：114 ( 幅） XS2 .己(高 

さ） X46 (奥行） mm 


U モコン： 31.己(幅） X66( 高さ） X 
6喔さ） mm 

力;>(ラ本体：19己登（蕾棚 ID 
リモコン： 12g(LJ モコン用雷也含 
む） 


♦本書に言憩の性離ま当な試験条件によりまず。 

♦本書に言憩の性旨彫よび外観ま、都含により予告なく変更 
ずることびおりまず。 


資 

料 
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コニた=ソル g た 5*^ ラ巧なミ巧 


お^ mJ ォトヴポートセゾター 
弊社製品のデジタルカ^ラ、フィルムスキャナ、 
力^ラ、交換レンズ、露出計などの機能、使い 
ち、撮影ち法などのお問い合わせをお受けいた 

L> cfs 9 〇 

ナビダイヤ J レ 0570-007111 

ナビ'ダイヤルは、お客様が日本全国どこか5かけてを市 
内通話料陸で通話していただけるシステムでず。 

TEL 06-6532-6205 熊帯電話 - PHS # 

をご使巧の場合はこち6をご利巧ください。） 

FAX 06巧己32-62已2 

受付時間10:00〜18:00 (日•祝日定休） 

ホームぺージでち5¢社コンパクトカ;ラ iS に関する 
情報对1{共しております。 

http://kon icami noltaj p/c omp act/ 
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